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生治行動。周期性に関する一考岑
一一 孝外的変動・ 視点・ヽ ら

1 哨昧あi  棒失匹認められた．

行動

を探

岡山女^ 短大　o 時 両晴 軋

〈 司的 〉 日 常・ 生 冶行動t  みるヒ、 ／つ・ノぐp  ーンが 周期的 に練')  返 さ 八る4> ，があ

る。 こin 生恣行動・)サイn  >しヒ しT   l3. 起 床 ヵヽ ら就 寝 まft 繰 り返 すdai りc バls.   . 平一日

と休 日(7)生后行動 べ大 きく 罠はる ニ｀d゙ らwee.kly  りcl り くあると言 えるがヽ これら'゛‾> ` '
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seasonal、dnnua けS:ら 靖1 られろ仙 今 回、特に香節的r^ 索動 ヒ谷 う振ま､ヵヽら生祐

の周期性 をこらえ、時間。& 、ヽら生酒行動 をら れ場合- 秀節的り 周期性球存在するヵヽ

ることを目的ヒ寸石。まr- 、̂従来の生活時間調査n 平-a ある、1は休､B')/    日 乞ゑ んで良施
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面ヵヽ ら検討可る。
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記X.・ 方患は自記式^ し、行動・ 鼎 訟時差･Is.分単伎 でそ。つ吋 瞬､ レト 。

〈結 果>   全棒的 に斗T 起床時ゑ忙 安え レて瓦り唐 節的変動 も少 小1 べ 就 寝､埓刻･i備
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よ、T 、安走型、徐 々に変化 ずる型、不やμ戈^  いうＥ類型､: 分類 で` ? る. 畑 ヒ係 飢にも
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